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むかし子どもだった心やさしいあなたへ
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　水平線が緩い孤を描いている。遠く、拡がったり一点に集合したり風に舞っているのは、かもめの群だろうか。高い塔の上からは、世界は巨大な円盤の上にあるかに見える。時おり遥かな沖を、大きな軍船が百足の足のように張り出した櫂を規則正しく動かして通過していった。ダイダロスは、それ等の光景を長い間見つめていた。が、美しい地中海の風景が彼の心に映っていないことは、海を見つめる厳しい表情に現われている。
. 彼の傍では、小さな息子が小鳥の唄を口真似して遊んでいた。少年は、口笛でどんな鳥も巧みに呼び寄せることが出来た。

「父よ、あの大きな船はどこへ行くのですか」  

.窓際に並んで息子が訊く。

「おそらくアテーナイに行くのだろう」

「アテーナイの国は、ずいぶん遠いのでしょうね」
「ああ。遠い国だよ」
.アテーナイはダイダロスの故郷だった。彼は沖を行く船を見ながら故郷を思った。美しい山や森、丘のブドウ畑にオリーブの実、亜麻色の髪をした乙女達……< だが… >と彼は思う。< 何かが変っている。俺の知らない大きな変化があったらしい >以前は、この海でアテーナイの船を見かけることなど無かった。時おり見かけるのは、漂流して流れつく小さな漁船ぐらいのもので、海上に城を浮べたような船といえば、クレーテのものに決っていた。それが、一年程前から急速にアテーナイの船が数を増してきた。彼の知らない所で、世の中は変わりつつあった。ダイダロスと息子が、海に臨んだ迷宮の塔に幽閉されて、はや三年たとうとしている。彼は海を見つめたまま、隣りの息子の年を思った。< もう十歳か…… >そう思うと、不安と噴りが混然となって彼を襲い、思わず吐き捨るように言った。
「なんということだ、そうとは知らず自らの墓穴を堀るとは！」
.二人が軟禁状態に置かれている迷宮は、ダイダロスが考案し、自ら造ったものだった。夜になっても、一度かき乱された心は、容易には静まらなかった。< あれは身に過ぎた願望だったのか >と悔恨の情を交えて、彼は遠い昔を思う。
「我が息子、ダイダロスよ。お前も一人立ちする年になった。この家を出て、自分の思うように生きていくがよい」
.十五の誕生日に、彼の父は全ての自由を与え、祝いの印として短剣と一頭の羊を彼に贈った。それは、彼の待ち焦れた日だった。その日のうちに、黒い羊の綱を引いて彼は家を出た。西へ向って長い旅が始った。日が経つにつれて樹木は姿を消し、草さえ疎らになりやがて岩と砂ばかりの荒野となった。革のサンダルを血で汚し、びっこをひき杖にすがって、二週間目にようやく彼は目的の地に辿り着いた。地平線の彼方まで、岩以外の何ものもない風景は、まさに世界の果てだった。目指した山は、白っぽい肌を乱雑に積み上げた岩山だった。それは、巨大な動物の死骸を思わせる。近づいて行く彼は、山の中腹に動くものがあるのを発見した。大きな岩の上に真黒い獣が、立ち上って彼を見つめている。< 熊！ >二本足で立った獣は、真すぐに彼の方へ向ってくる。全身が硬直してダイダロスは立ちすくんだ。羊はおびえきって後へ逃げようともがいている。しかし、その動きを見ていたダイダロスは、疑問を感じた。熊が二本足で、軽々と山を降りてこられるものだろうか？
「小僧、何の用があってここへ来た」
.それが、全身に熊の毛皮をまとった大男であると分った時に、相手から声をかけてきた。ダイダロスは大男に小突かれながら山を登り、やがて大きな洞窟へ連れて行かれた。洞窟の中には、やはり毛皮を身につけた男や女達が多勢いた。どれも赤や青の刺青を顔一面にほどこし、動物の骨を胸に飾っている。ダイダロスが通ると、指さして笑いあったり、罵声を浴びせた。穴の中は異様な匂いが立ちこめていて、彼は吐気と頭痛を感じたが、不快な表情を顔に出すまいと努力して歩き読けた。
.一番奥の高い岩の上に大きな像があり、その前で炎が天井を焦して燃え盛っている。昼のように明い祭壇の一段低い所で、金色に輝く胸飾りをした大きな角の牛が、腕組みをして彼を見降している。
「若者よ」
.呼びかけた音は、しゃがれ切っていて風の音のようだ
「死ぬほどに苦しい旅へお前をかり立てたものは何か。それほどまでに強い力とは何か」
.ダイダロスは答えた。宇宙を動かす神秘の力を知る能力と、それを生かす技術が欲しい、自分はその才能によって世の中に尽くしたいと。牛の眼が鋭く光った。暫くの沈黙が続き、炎の燃え盛る音が洞窟を支配する沈黙をより重くしていた。
「その望みが、お前にどんな大きな犠牲を強いるか、神々の御心の深さは計り知れないぞ。それでもいいのか」
.祈祷師は一語一語念を押すように、ダイダロスに問いかける。
「はい」
.ダイダロスは澄んだ声ではっきり答えた。生贄の羊を贈り、自分のために祈ってくれるように頼んだ。祈祷師が両手を高く上げたのを合図に、祭壇の周囲に集った男達が銅鑼太鼓を打ち鳴らし、岩穴の中に音楽が轟々と反響した。彼は目を丸くして儀式を見守った。音楽の中に、動物の悲鳴が高く低く断え間なく流れてくるのは、人間の大腿骨で作られた笛の音だった。大地の底から湧き出してくる音楽の中に、祈祷師は立ち上った。羊はその間に前後の足をそれぞれ束ねられ床に転がされていたが、大蛇と狼の頭の男達がそれぞれ片手で持ち上げ、ダイダロスの頭上へかざした。祈祷師がぶつぶつと何か唱えたかと思うと、生暖いものが勢いよく彼に降り注いだ。羊は喉をかき切られ、その血が彼の全身を真赤に染めあげた。羊は炎の中へ投げこまれ、祭壇へ向って長い祈りが続いた。いつ果てるともしれない音楽と祈りの声が、突然ぴたっと止んだ。若い女の歌声のように美しく張った声が響きわたり、最後の祈りを絶叫して儀式は終った。疲れきった様子の祈祷師がダイダロスに告げる。
「この山の頂きに登り、水以外の一切の食物を断って、日が七回天空を巡り終るまで座っているのだ。神々はお前の願いを聞き届けられた。この戒律さえ守りぬけば、お前は神々の叡智を分け与えられるだろう。七度目の日が西の果てに沈んだら山を降りるがよい」
.水の入った革袋一つをもって、ダイダロスは岩山を登った。羊の血糊が髪の毛から爪先まで全身にはりつき、更に彼の汗と交りあった。岩と岩の間をよじ登り、這うようにして頂上を目指して進む間に、彼は無数の人骨を見た。時には彼の足元からそれ等は崩れ落ち、乾ききった音と共に深い谷の底へ吸いこまれていった。頂きにたどり着いたとき、大きな日が西の地平線に消えようとしていた。見渡す限り岩と砂の荒野は赤々と燃え上り、やがて死の闇の中に沈んだ。
.第一日目の朝がきた。皮膚の上で乾ききった血の膜が瘡になり、全身所かまわず痒みが襲った。血の匂いを嗅ぎつけて、彼の頭上高くハゲタカが円を描いている。更に大きな山蟻が、彼の体を登り噛み続けた。初めのうちは必死で払い落としていたが、浮腫が彼の体を一回り大きくするころには、痛みを感じなくなった。その日、夜明けとともに傍の平な石の上に小石を一つ積んだ。
.二日日。飢餓の恐怖感が彼を悩ませた。ブドウにオリーブの実、羊や牛の焼肉が目の前にちらついた。彼は熱い石を胃の上に抱き、空腹に耐えた。並べた小石の数が三つ四つと重なる頃には、空腹感は無くなったが、体力の消耗と激しい熱のために朦朧として夢と現実の間を彷徨った。太陽が東の端に顔を出すと、大気の温度は確実に上昇し、狂ったように燃え盛る。太陽神に呪われたかと思われるほど、日毎に激しさを増してゆき、彼は一日の長い時間をじりじりと焙られ続けた。まるで一年にも思われる一日がようやく終ると、天井は一面の星で埋まり、銀河は地平線からまっすぐに立ち上がり天界へ光の帯をなした。熱と光が消えると、彼は僅かに正気を取り戻し、石の数を数えようとしたが、何度繰り返しても三つ以上は数えられなかった。 何日目かの朝、日の出とともにダイダロスは目覚めた。 既に起き上る元気もなく、横たわったまま小石を一つ積むと自分の喘ぐような息の音を聞いていた。ただ腹一杯水が飲みたいと思った。
.故郷の村の中央には深い井戸があった。その井戸は涸れることもなく、真夏には冷い水を、凍りつくような冬には暖い水を湧き出させていた。水汲みは、どこの家でも若い娘達の仕事で井戸の周りはいつも栗色や金色の髪の娘達の笑い声で花が咲いていた。瀕死のダイダロスの魂は、遠い故郷へ飛んでいた。< 帰りたい >と彼は思う。< 俺は、このままここで死ぬのだろうか。もう一度あの美しい村へ帰りたい！ >
.彼の朧な視界に緩慢に動くものがある。ハゲタカが彼の傍近くまで降りてきて、様子を伺っている。一羽が彼の体に飛び乗った。ずんと、それだけがひどく現実的な、重力感が圧迫する。彼は力をふり絞って寝返りを打ち、天を仰いだ。鳥達は驚いて舞い上り、再び円を描きはじめる。時刻は真昼だった。眼の奥が痛くなる大空が、彼の視界の全てだった。その蒼穹に小さな異変が生じた。黒い点がひとつ、ぽつんとできたと思うと、みるみる間に広がってゆき、巨大な生物のような黒雲は、のたうちながら急速に空を被っていく。辺りは暮れ方の薄闇に包まれ冷い風が吹いて、突然大粒の雨が一斉に落ちてきた。
.ダイダロスは手足を一杯に開き、大きな口を開けて雨を受けとめた。山に登って初めての雨だった。 < これぞ神のご加護か！ >そう思った瞬間、ゼウスの審判が下った。大地を真二つにひき裂く轟音とともに、目のくらむ閃光が雲の中から岩山を直撃した。彼はそのまま意識を失った。
.どれくらいの時間が経ったのだろうか・・・。やがて目覚めたダイダロスは、自分の体に力が甦っているのを知った。岩の上に散乱した小石を数えると、丁度七個ある。日没とともに、滑り落ちるようにして山を下った彼を祈祷師が待っていた。
「若者よ、お前の願望は成就された。さあ、どこへなりと行くがよい…だが、決してこれだけは忘れるな。神々が宇宙を創造されたとき、こう定められた。大いなる天空は翼あるもの達に、豊かな海は手も足も持たないものたちに、そして肥沃の大地は、それ以外のものたちにと分け与えられた。己れの力を過信してこれを侵してはならぬ」

.海はすでに闇の中にあった。波の砕けた後に一直線に夜光虫が光る。ダイダロスは、自分の生涯で最も劇的だった出来事を想い出していた。遠い昔のことだとも思えたし、鮮明な記憶はつい最近のことのような気もした。いずれにしても、数年後には、今度は自分が息子に短剣を渡してやらなければならない。再び不安が彼の内臓を蝕んでいく。
.太陽の黄金の輝きを髪に、海の深い藍を瞳に宿した、薔薇の肌の少年の出生には暗い影が纏いついていた。 < 字宙を動かす神の力を知りたいなどとは、やはり身に過ぎた願望だったのだろうか >息子に下された不吉な予言を思うたび、ダイダロスは遠い昔を苦く感じる。
「父よ」
.隣りで星空を仰いでいた息子が、彼に問いかける。
「父よ。あれは何という星座ですか」
.息子は、小さな手で天究の中心に近い所を指している。そこには七つの星が美しい均衡を保っている。ダイダロスは、その日息子の学習を怠ったのを思い出した。彼は、息子に文字や数学、地理歴史天文を少しづつ教えていた。
「息子よ。あれが大熊座だ。今日はあの星の話しをしよう」
.ヘーラはゼウスの妻だが、大変に嫉妬深い女だった。ゼウスが恋した美しい妖精イーオーを牛の姿に変え、更に一匹の虻をその耳に送って苦しめ続けるという恐しい仕打ちをした。そしてカリストーもまた彼女の嫉妬をかった一人だった。へーラーはカリストーを呼び出すと、
「私の夫をとりこにしたその美しさを取りあげてやる！」
.と怒り狂い、両膝を地につけ哀願しようとしたカリストーは、たちまち全身が黒い毛で包まれ鈎の爪が生えて熊にかわってしまった。かつて、ゼウスの愛した花弁の唇もいまは見るも恐しい口に変わり、音楽のように美しく人の心を動かした声は、恐怖心をあおるだけのうなり声になってしまった。しかし、心だけはもとのままだったから、一人我が身の不幸を嘆きゼウスをなじりながら森の中をさまよっていた。熊でありながらほかの熊が恐ろしく、ときには犬に追いかけられたり猟師から必死で逃げる生活が永い間続いた。
 そしてある日。 一人の若者が狩りにやってきて彼女を見つけた。カリストーは、それが成長した我が子であることに気づき、懐かしさの余り若者を抱きしめようと走り寄った。驚いた若者は槍をふりあげ、いまにも彼女を突き刺そうと身構えた。その時ゼウスがその恐ろしい行為をとどめ、二人を連れ去ると大熊座と小熊座にして、永久に別れることのないように天空へおいた。
 ところでへーラーは、憎い恋仇が名誉ある座におかれたのを見ると、顔色を変えて怒った。そして、大洋の神テーテュスとその夫オーケアノスの所へ飛んでいって訴えた。
「あなたがたは、私が何を怒っているのかおたずねなのですね。夜が世界を闇に包むころ、天体の軸近くの、宇宙の中心をごらんなさい。私がいくら不平をいってもあきたらない。その二人が天空に祭られているのが見えるでしょう。私の下した罰がこんな結果になるなんて！これでは、誰が夫を奪われた女の怒りを考えてくれるでしょう。私を育てて下さったお二人が、私を不欄とお思いなら、どうかお願いです。あの二人が海に降りてこないようにして下さい」
 大洋の神は、彼女の願いをききいれた。
「それから、あの二つの星座はけっして海に沈まないで天空を回り続けることになったのだ」
 ダイダロスは語り終って、息子を見つめる。小さな瞳の中で星座が輝いていた。

 若いダイダロスは、たちまち名声を我がものにした。滑車を発明して、巨大な石を積み上げ堅固な砦を築いたり、半円形の橋脚をもつ橋の設計で誰も架けることのできなかった川に橋をかけた。天才発明家、名工ダイダロスの名がアテーナイの国に知れ渡り、海を渡ってクレーテに届くまで数年を要しなかった。

                 「翔べ、カモメのように（中）」に続く

.....................................

本を読むと、ちょっと一言いいたくなりませんか？ (:>)

(:0)　言いましょう！

ご感想メールをお送りください。

今後の参考やエネルギーにさせていただきます。（編集部）
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ここは文末です。
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